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ング」を活用し，学生が 2 名 1 組となり 1 名の子どもを受け持つ
“ペア受持ち制”の小児看護学実習（以下，“ペア受持ち制”）
を導入した。本学習方法は，国外で小児看護学実習への実践
報告がある（Roberts, 2008；Patrycija, Jenniler & Buck, 2010；
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本実践は，看護学科 3 年生に小児看護学実習（2 単位 90
時間）として，2 名 1 組となり 1 名の子どもを受け持つ“ペア受




















換を行った。実習 1 クールあたりに担当する組数は合計 5 組で
あり，実習指導者は 2 組，教員は 3 組の実習指導を行った。 
4．データ収集および分析方法 
データ収集は半構造化面接を行った。面接内容は，ピア・ラ




































































































































る関係をつくる】の 6 カテゴリーが明らかになった(表 2)。カテゴ
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